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発光パターン

このように「ドットブライト」を貼ることで、導光板あるいは導光体を加工製作することが容易と

基材貼付による

発光パターン

基材印刷による

このように「導光板」の光学的技術加工は、光学的設計に基づいたハイレベルな技術加工品

であり、なかなか一般的には入手困難なものです。

「ドットブライト」は、このハイレベルな光学的技術加工をあらかじめ糊付フィルムに施したもので、

これを一定の厚み（3ｔ以上）の光線透過率の良いシート（板）状の基材の表面にはることで、

「導光板」同様の効果＝基材端部（厚み）から光線入射をし基材シート表面側にほぼ均一な

をシルク印刷したものです。

この「光学設計ドットパターン」は、一般的に「導光板」に使用される加工（印刷）方式と同様な

ものです。

【「導光板」について　（一般情報）】

一定の厚み（光線が透過可能な厚み）の光線透過率の良い板状（例えばアクリル樹脂等）

アクリル系樹脂フィルム50μ（片面粘着剤付）の表面に特殊なインクで「光学設計ドットパターン」

の基材表面に彫刻もしくは印刷などによって光を屈折原理で誘導制御することで、その端面部

から入射した光をその表面部に均一に発光させることが可能になります。

この導光板は、主に液晶のバックライトに使用されており、テレビ、パソコンなど様々な商品

の主要部品となっております。

なります。（一般・汎用性をもたらす）

基材彫刻による

発光をもたらす効果を手軽に得ることが可能となります。

発光パターン

製 品 の 構 造 と 原 理 の 説 明
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　貼れば、手軽にどなたにでも導光体を工作（加工製作）することが可能です。

　また、50μのフィルム基材で非常に薄く、柔軟性（フレキシブル）があるため、2次曲面や

　丸柱・丸棒の表面等のＲ曲面状の導光体工作（加工製作）が可能です。

■コストパフォーマンスに優れている

フィルムの貼り込み・形状カットが容易なことや、フィルムの柔軟性（フレキシブル）等で

●文字・絵柄などの部分的な発光体のＰＯＰ、

　正式な光学設計ドットパターンが表面印刷された「ドットブライト」を光透過率の良い基材に

●固有（私個人）での発光体（固有照明等）

様々な分野での導光体製作が可能となります。

　コストパフォーマンスに優れています。

■耐候性に優れている

　基材はＵＶ吸収剤入りのアクリル系樹脂を使用しており、黄変等の劣化が少なく、一定期間

　においての屋外使用も可能です。

　光学設計等のイニシャルコスト（初期費用）が掛からなく、また外注製作の必要がないことで

■工作（加工製作）性が優れている

●柱巻、曲面等の発光ディスプレイ・看板制作

　 ディスプレイ製作 ●発光体・照明デザイン関連の教材等

●試作モデル・モックアップ品製作

●円筒ディスプレイ・照明製作

用 途

特 徴

「ドットブライト」を曲面に貼った例 ドットブライト」を丸棒に貼った例
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※上記値は実測値であり、保証値ではありません。予めご了承願います。
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基材：アクリル透明5ｔ　600　×600　に貼った場合

238 184

800 285

700 348
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測定高 拡散カバー（アクリル乳半2ｔ）有り 拡散カバー（アクリル乳半2ｔ）無し

性 能

ドットブライトを貼った導光

照度計（Ｌｘ）

照度計（Ｌｘ）

ドットブライトを貼った導光
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①基材の厚みによる効果について

　 がでるようにドット印刷のパターンを設計しておりますので、3㎜未満の厚みに貼って使用した

　 場合には発光の均一性が損なわれる可能性があります。

②ドットパターンの方向性について

③フィルムのドットを見せたくない場合は、フィルムを貼った面と反対面側で拡散板（例えば、

　 の発光をより強くします。

②フィルムを貼った面の上から反射板（又は反射テープ）を付けることで、貼っていない面

　 上がり、発光面の光も多少良くなります。

①入光端部面を凹凸のないようにきれいに磨きをかけてあげることで、光の入射効率が

あげられます。

このフィルムを基材に貼り付けた後、表面発光をより効果的にする方法として、次の点が

　 ドットパターンには方向性があるため、光源を取付ける側（光入射する側）が決まっています。

　 アクリル板の乳半色等）を付けることでドットを見せずに面発光させることが可能です。

　 光源の取付側を逆にすると均一な表面発光にならないのでご注意下さい。

　 本製品は貼り付ける基材（アクリル樹脂等）の厚みが3㎜以上の場合に最も均一な発光効果

性 能 を よ り 効 果 的 に す る 方 法

透

明

基

材

光源

②反射板又は反射テープ
①端面磨き

③

拡

散

板

ドットブライト

目視

性 能 を 満 た す た め の 使 用 上 の 注 意 点
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２．製品構成

　　長期屋外用途仕様

貼付３０分後粘着力（Ｎ/25㎜） 11.6 ＪＩＳ　Ｚ　0237に準拠

表　面　基　材 　：　アクリルフィルム50μｍ　ＵＶカット

粘　着　剤 　：　アクリル系粘着剤

剥　離　材 　：　剥離フィルム

３．特性値

試　験　項　目 特　性　値 試　験　方　法

【３－１　粘着特性（実測値）】

１．用途と特徴

可視光線透過率 ％ 91.6

保持力（秒） 10,000以上 ＪＩＳ　Ｚ　0237に準拠

【３－１　粘着特性（実測値）】

　項　目 単　位 特　性　値

紫外線透過利率 ％ 3.9

※上記値は実測値であり、保証値ではありません。予めご了承願います。

貼付２４時間後粘着力（Ｎ/25㎜） 12.2 ＪＩＳ　Ｚ　0237に準拠

ボールタック（Ｎｏ．） 2 Ｊ．　Ｄｏｗ法

「ドットブライト」 構 成 基 材 （フィルム） 技 術 資 料

- 6 -



「ドットブライト」資料

　 予めご了承願います。

：　耐光堅牢度試験

：　ＪＩＳ　Ｄ　0205-1987　自動車部品の耐候性試験方法に準拠

：　ＷＡＬ-2Ｈ

：　スガ試験機㈱製　紫外線オートフェードメーター型式Ｕ48ＡＵ

：　キセノン

：　63±3℃

：　600時間

試　験　種　類

試　験　内　容

試　験　方　法

機　種

光　源

【貼り方について】

固定後、裏面の剥離紙をゆっくり剥がしながらフィルム中央部から左右両端部へ、スキージ（ヘラ類）・ローラー

耐　摩　擦　性

※上記値は実測値であり、保証値ではありません。予めご了承願います。

【貼る基材の表面をクリーニングする】

貼る基材の表面を水・水溶液（中性洗剤1～2％濃度の水）・イソプロアルコール等で、ホコリ・汚れ等の拭き残し

のないようにきれいにしてください。

ご確認下さい。

100℃×２４時間連続加熱

カナキン３号　1,000ｇ×100回ラビング

水道水に5日間侵漬

結　果

100/100

Ｈ

剥離認めず

異常認めず

異常認めず

異常認めず

異常認めず

異常認めず

クロスカット・セロテープ剥離

鉛筆引掻き試験　45°×200ｇ

（-）20℃×１０日間放置

フェードメーター促進耐光性試験耐　候　性

耐　寒　性

６００時間異常認めず

等でゆっくり大きくこすり、エアー（空気）を抜きながらアプリケーションテープごと貼っていきます。
また慣れていない方は、上記同様の作業工程において、水又は水溶液（中性洗剤1～2％濃度の水）を
フィルムの糊面に霧吹き状にかける（糊の粘着力を抑える）ことで、容易に貼ることが可能となります。
ただしその場合には、貼り込みながら水又は水溶液を充分に取り除き、乾燥させることが必要となります。

耐　湿　潤　性

耐　温　水　性

耐　塩　水　性

耐　酸　性
耐　ア　ル　カ　リ　性

耐　熱　性

異常認めず

異常認めず

異常認めず

これまでの作業の後にアプリケーションテープを剥がし、「ドットブライト」だけが基材側に貼りついた状態
となり完成（加工製作の終了）となります。

インクの促進耐光性試験

【条件について】

【皮膜性能表】

ブ　ラ　ッ　ク　パ　ネ　ル

照　射　時　間

試　験　項　目

密　着　性

硬　度　

耐　水　性

試　験　方　法　及　び　条　件

※上記貼り方は、貼る方法に関わる情報を提供するものであり、貼り方の技術を保証するものではありません。

5％水酸化ナトリウム水溶液中に１時間浸漬

40℃×湿度95％中に10日間放置

40℃温水に１時間侵漬

5％食塩水に３時間侵漬

10％塩酸に６時間侵漬

確認後、「ドットブライト」の表面にアプリケーション等の保護フィルムを貼り、位置出しをするためにアプリケーション

テープの上から糊残りのしないテープ等で基材に固定し仮止めをします。

「ドットブライト」には、光学ドットパターンによる入光入射側を示す印字が付いていますので、基材に貼り込む前に

「ドットブライト」 ド ッ ト パ タ ー ン 印 刷 イ ン ク 技 術 資 料

「ドットブライト」 を 初 め て 貼 る 方 へ
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※製品についてご不明な点等ございましたら、お問い合わせ下さい。

※本書は、本製品に関する製品情報及び環境安全に関わる情報を提供するものであり、性能や品質を保証

　 するものではありません。

※製品の仕様及び外観は改良のため予告なく変更させていただく事があります。

●通常の清掃は、柔らかい布を使用し、水拭きし、良く乾かして下さい。

●汚れがひどい場合は、中性洗剤（濃度1～2％程度）を汚れの程度に応じて使用して下さい。

　 但し、中性洗剤を使用した際には、洗剤が表面に残らないように十分に水拭きし良く乾かして

【保管について】

●極端な高温多湿、低温は避けて下さい。

　 理想的には、温度10℃～30℃、湿度70％ＲＨ以下で保管下さい。

　 低温、高温条件下では、粘着力、保持力が低下し剥がれやすくなります。

●水分、薬品などがつかないように保管して下さい。

　 ポリエチレン包装等を使って外気を遮断して下さい。

●直射日光、至近距離からの蛍光灯照射などは避けて下さい。

●必ず平置きにして下さい。

【貼付け後のメンテについて】

●タバコの火、その他の高温熱源等を近づけないで下さい。

●ポスター等をセロハンテープで貼り付けたり、ワッペン・シール等粘着剤を使用した物は、

　 印刷加工表面に貼付けないで下さい。

　 下さい。

●アンモニア系、塩素系、有機系などの洗剤は使用しないで下さい。

●乾拭きは避けて下さい。

●クレンザー、硬い布、紙などフィルム・印刷面を傷つける恐れがあるものは、使用しないで

　 下さい。

●硬い物やとがった物を当てないで下さい。

●衝撃は避けて下さい。

規 格 サ イ ズ 及 び 外 観 仕 様

保 管 取 扱 い 上 の 注 意 点 ・ メ ン テ に 関 し て
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外観寸法　：　2100　×　675　（有効寸法　：　2000　×　620）

【基本サイズと仕様】

フィルム外観寸法は　2100　×　675　ですが、面発光させる有効寸法は　2000　×　620　

となります。

※入光方向がわかるように印字されています。

入光側印字

規 格 サ イ ズ 及 び 外 観 仕 様

フィルム寸法 ： 2100 × 675 ドットブライト有効寸法 ： 2000 × 620、

ドットブライト

剥離フィルム
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